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　 1 ． はじめに

　プレ ス トレ ス 導入型の 埋設型枠を用い た既往の合成床板の 開発、実用化は、スラ ブ工 法の 合理

化、工期短縮、スラ ブの 大ス パ ン化お よびス ラブの高品質化等を主 目的としたもの であるが、更

に小梁の省略化 を目指すと 、 底面がフラ ッ トな形式でかつ 幅広 の リブを有する逆T 字型断面形状

の もの を提案するこ とができる 。

　本研究は、この ような逆T 字型の プ レス トレ ス トコ ン クリ
ー トプレキャ ス ト板を埋 設型枠 とし、

そ の 上 に現場打ちコ ン クリー トを打設する複合方式の合成床板が、両端固定支持され て い る場合

の 長期 曲げ性状を実験的に明 らかにし、また、それを検討するこ とを 目的とする。 なお．本論

文では変形 ・歪履歴等の考察
・検討を行 い、応力性状等の解析に つ い ては次報 で述べ る。

2．実験願

2．1　試験体

埋 設型枠の上に現場打ち コ ンク リ
ー

トを打設 して得 られ る試験体の 数は2体であ り、形状お よ

現場打ちコ ンクリート
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図 1　試験体形状図　（単位 ：mm ）
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図 2　 断面詳細図 （単位 ：mm ）
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び断面寸法 は全て 同
一

で ある 。 試験体の 形状を図1 に、断面の 詳細を図2 に示す 。

　埋設型枠となる逆T 字型並列
一
方向ス ラブ （以後、単に FR板と略す）の 断面形状は 図2 中に示

して い る通 りで、その 長さは566cmである 。
　 FR板上面には、現場打ち コ ン ク リー ト部分 との せん断

ずれを防 ぐために、粗面 として格子状の溝を刻んで い る。また、2つ の リブ部分には フ ラ ン ジ下面

か ら4．1c皿の 位置に各々 2本の PC鋼より線SUPR7A（以後単 にPC鋼線 と略す）を配置 し、また補強筋

と して厚 さ 3c皿の フ ラン ジ部分に直径 iP　＝ 3．2   の 溶接金網を100× 100ピッ チで敷き並べ てい る 。

なお 、 PC鋼線には初期緊張力と して 12tf！c 皿
2
を加え

て い る 。 また 、 断面性能表を表1 に示す。　　　　　　　　　 表 1　断面性能表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　試験体は、FR板を両端に配置 したス タブ型枠の上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6・D10／m の配筋を施こ した後、ス ラブ部分とス タブ

部分に現場打 ち コ ンク リ
ー トを 同時に打設して製

作 した 。

　 2 ． 2　実験要因及び試験体の蓋生 と脱型

　実験要因 は載荷 レベ ル の みで あり、 表 2 に示す

通 りである。載荷 レベ ル の 違 う 2体の 試験体をそ

れ ぞれCFR1、　 CFR2と名付 ける。

　囲板は、P〔糖 線 に所定の緊張 力を加 え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CFR1スラブ
た状態で早強コ ンクリ

ー トを打設し 、 そ　　　　　　（LL・ 240  f／M2）

の 後 4時聞経っ た時点で約14時間蒸気養

生 を行っ た 。 打設日翌 日にコ ン クリ
ー ト

強度が 300  f！c皿
2
を上廻 っ たこ とを確認

した後、緊張力を解除すると共に脱型を

行 っ た 。 脱型後は合成ス ラブ製作時 （場

所打ち コ ンク リー ト打殺）まで 自然放置

と した 。

　合成床板 CFR1とCFR2は現場打 ち コ ン ク

リ
ート打畿後材令 2日までその ままシー

广
一75』

「
紹 5°r
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・          」
♂
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5660

場所打ちコンクリ
ー
トの ヤング係数比をO．6 とした

表 2　要因別試験体

霆
載荷 レベ ル ひび割れ

載荷時 載荷後

c田1 住宅用設計荷重 同左 載黼 に無 し

CFR2
　 　

靉飄 駿 飜 驩
　　 に強制的
　　 させ る

　　 CM2 ス ラブ

　 （LL＝432  f／M2）
9

図 3　持続載荷時載荷状態 （18点集中載荷 ）
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　 　   と対称の 位撒に ある測定位置番号

図 4　 FR 板部分PC鋼線歪測定位置
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図 5　現場打ちコ ンク リート部分鉄筋歪瀾定位置
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トをかぶせ て放置 し、その後材令 6日まで試験体を湿潤状態に保 つ 様に した 。 材令 7日以降は 自

然放置とした。なお、試験体は、仮設建物内に置い て い るため、温度 、 湿度の影響を受ける 。

　 2 ． 3 載荷方法

　CFR1ス ラブでは住宅用酸計荷重 を対象とし載荷荷重冒L ＝ 0．24tf！m2 〔全荷重 ＝ 自重 ＋積載荷重

＝ O．673tf ／m2 ）を負荷 し、その まま持続載荷する 。
　 CFR2スラ ブでは載荷時に Uし

＝ O．53tf／皿
2 まで

載荷してス ラブ端部にひびわれ を生 じさせた後、事務所用設計荷重WL　＝ O．43tf／m2　 （全荷重 ＝

0．866tf！  ）まで低減 して持続載荷 させる 。 実際の載荷は コ ン クリ
ー ト製イン ゴ ッ トに よっ て

18点集中載荷を段階的に徐々 に行 う。 載荷荷重位置は図 3 に示す通 りである 。 イ ン ゴ ッ トは 、

Vl＝30kgf、弱2＝15kgfの 2種類で、　CFR1ス ラブでは載荷点 1点当た りP＝ 2×Wl＋騨2、　CFR2 では最大

載荷時の 段階 でP＝5× W靄州 2 まで負荷 した後、持続載荷 として P＝4　XWt ＋U2を載荷 した 。

　 2 ． 4　 PC鋼線と鉄筋歪の測定位置

　PC鋼線 と鉄筋の歪測定位置を各 々 図4 と図5 に示す 。

　 2 ． 5　使用材料及びその 機械的性質

　 コ ンク リ
ー トおよび鋼材の機械的性質 を各々 表3 と表4 に示す 。

　 3 ．実験緒果および考察

　 3 ．1　乾燥収縮歪

　乾燥収縮歪 はFR板用 コ ン ク リ
ー

トと現場打ち コ ン クリ
ー トにっ い てそれぞれ材令 7臥 材令

18日か ら測定を開始してお り、図6 にFR板の材令 7日を基準にした歪変化を示す 。 測定は φ　IOcm

X 　00cmの 円柱テス トピー
ス 中に埋込ん だ埋込み型歪ゲージに よっ て い る 。 載荷実験はFR板用 コ ン

クリ
ー トの材令が53日で、現場打ち コ ン クリー トの材令が28日で行っ て いるが 、 FR板用 コ ンク リ

ー トは載荷実験開始以後ほとんど乾燥収縮歪が進行 して い ない 。

　 3 ． 2　支柱荷重

　試験体はFR板をス タブ間に架け渡し、その 中央を、歪を ほ とん ど生 じない大きな軸剛性 を有す

る支柱で支えた状態で現場打ち コ ン クリ
ー トを打設 して作製した。そ の 際、支柱に荷重計を据 え

て載荷 日までの 経時変化を測定した。現場打ち コ ン クリ
ー トの打設直後の支柱荷重はCFR1で755

kgf、
　 CFR2で690kgfであり、 その後の 実験開始迄の 支持荷重の 経時変化を図7 に示す 。

　支柱は、打設直後の 初期荷重755kgfと 690kgfの 大 き さよ り、スパ ン長の約 5割弱部分の現場打

ち コ ン，e， リー トの重量 を支 えたこ とが分かる 。 経過 日数4、5日で荷重が急激に増加 して い るの は、

養生シー トに溜っ た雨水の 影響と推測され る。経過 日数約 7日以降、急速に荷重が低下 して い る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の は端部が固定支持の状態に近 くなっ

　　　　　表 3　 コ ンクリー トの機械的性質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て い るた め と思 われ る。 打設後か ら

（注 ）FR 板 ；FR 板用コ ンクリート　 現場打ち ：現場打ちコ ン クリート

表 4 　鋼材の機械的性質
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28日までにCFR1で114kgf．

CFR2で86kgf減少 して いる。

　 3 ．3 ひびわれ状態

　CFR1は、載荷 によっ てはひ

びわれを生 じなかっ たが、経

過 日数 9目でス ラブ両端部の

現場打ち コ ン クリ
ー ト部分に

　　　 田 板コ ン ク　　　　琉鳩打ちコ ン ク
・

ρ 4 ↓リー
ト材令7日　　↓リート材令IS日

’　　　 　　　　 　　　　　 　　　 ．　　 　　　　 　　　．　　 　　　　　 　　サ　 　　　　 　　　　ロ　　　　 　　　　 　i　　　 　　　　 　　．　　　　 　　　　 　，　　　 　　　　 　　 の

艶 ……｛一 …・｝…・…i…一 ｛…一 ・1・・噛 i……麹 打 ち
・i

肅 ．：：：：：章
’一一

；；；；iiii：1：：i……i：：：：：：：三：：：：：：：i：：：：．：囀 ：：：：i
↑
o　　 ：　 ：　 ：　 ：　 ：　 ：　 ：　 ・

　　 　　 　14　　28　　42　　56 　　70 　　84　　 9θ　　 112
　　　　　 ゆ ・経過日数 （冊 板コ ンク リート材 令7日基準 ）

図6FR板用 コ ン ク リ
ー トと現場打 ち コ ン ク リー トの 乾燥収縮歪

ひ びわれ が生 じて い る の を発見 した 。

経過 日数 9日に相当する現場打ち コ ン

ク リー トの収縮歪は2．03× 10
’4

を示 し

て い る。 CFR2は載荷時 （載荷荷重．386

tflm ）に ス ラブ両端部 にひびわれを生

じたが、申央部 には生 じてな い。

　図8 にCFR2ス ラブの ひびわれ状態を

示す。図申に【：コ で囲んで い る部分が

載荷終了時に生 じて い たひ びわれ

ge分、［　 ］枠外に伸びてい るひび

わ れ はその 後経時的に進展 したひ

びわれである 。 経過 日数65日時点

で びびわれ はわずか に進展 して い

るだけで貫通する に至 っ て い ない 。

また、ス ラブ申央部には生 じて い

ない 。

　 3 ．4　 ス ラブ中央点の 変形

　変形の測定は支柱撤ま、インゴ

ッ ト載荷の 順で行 っ た 。 支柱撤去

後 の 変形はCFR1
，
2共1．Onmである。

CFR1は載荷終了段階で1．9  であ

り、CFB2は最大載荷段階で3．3  、

持続載荷開始時で 3．lmm とな っ た。

　図 9 に ス ラブ中央点の 変形の 載

荷時か ら経過日数65日までの経時

変化を示す 。 横軸は載荷段階 （自

重 を含む全荷璽で表示）
』
、載荷終

了時か ら経過日数 1 日まで （分あ
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一

　　 図 9 ス ラブ下面中央のたわみ

る い は時間で表示）及び 1 日以後の 経過 日数の 3区分で示されて い る 。 この グラフ の表し方は 、

以後の PC鋸線及 び鉄筋の経時歪 に対して も同 じである。

　載荷終了時の たわみを瞬時たわみ とすれば、経過 日数 1 日までの たわみ の増加量 は瞬時たわみ

に対しCFR1で 0．21倍、　CFR2で0．11倍とな っ てい る 。 通常現揚打ち コ ン クリー トス ラブで載荷時に

ひ び割れ を生 じた掲合、載荷直後か ら経過日数1日の間に数割程度急激に増大するが、CFR2につ い
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てはこ の 様な傾向が見 られ ない 。

　経過日数65日で の たわみ の 増加

量 は瞬時たわみ に対 しCFRIで1．55

倍、CFR2で 0．95倍に な っ てい る。

更に経過日数65日時点での たわみ

はスパ ン 長 L （560c 皿 ）で示す

とCFR1で L ／1186、　 CFR2で L ！941

である。

　 CFR2の たわみの倍率がCFR1に対

して低 い のは一度最大載荷を行い 、

そ の 後で載荷荷重を低減してい る

ため と、CFR1 ス ラブは経過日数

7日程度で蟷部にひびわれ が発生 し

た こ とによる たわみ の増大に よる

た めと考 えられ る。

　載荷後の 長期付加たわみ量 を瞬

時たわ み で除した値 （長期たわみ

係数）φを φ＝ t ／ （At 十 B ）

で推定すると次の 回帰式を得 る 。

CFR1に対し

　　 　　 　　 t
　　 il　＝
　　　　 9．05＋O．572t

CFR2に対 し
　 　 　 　 　 　 t

φ＝

　　14．02＋O．922t

（1）

（2）

　 この式から、終局時長期たわ み

係数 φ（◎ o ）はCFR1に対 し1．75、

CFR2に対し1．08、あ る い は終局 た

わ み で示すとCFR1に対し約5．1m 、
　 　 　 レ

CFR2に対し約6．4  と推定され る 。

　 3 ． 5　臨 線の経時歪

　図10（a）と（b）に CFRI とCFR2

ス ラ ブの プレス トレス導入 か ら載

荷直前 まで の PC鋼線の 経時歪を示
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図10PC 鋼線の 経時歪 （プ レス トレス導入時〜載荷直前）
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図11PC 鋼線の経時歪 （載荷時支柱撤去前基準 ）

：〜0

す 。 プ レス トレスはプ レ テ ン シ ョ ン方式で導入 されてお り、FR板 コ ン ク リ
ー ト打設後材令 1 目で

PC鋼線の 両端に加えて い る緊張力を除去 して い る。プレス トレス トカは初期緊張力として　P＝

12tf！cm2 を負荷 して い る 。 こ の 負荷に よる歪は4900〜5100× 10
冒6

の 値を示 してお り、緊張力除荷

後両端付近 （端部か ら35c皿の 位置）の 歪値は初期緊張力の約3’v4 割1：低下 して いるが、端部か ら

1ZOcmの位置お よび中央部の歪値は、せい ぜい 5〜10％程度の低下 しかして い ない e そ の後載荷

実験開始時まで顕著な変化はな く、ほ ぼ一様に推移 してい る 。
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　図11（a ）と（b）に支柱撤去前を基

準に したPC鋼線の経時歪を示す 。 載

荷によ っ て生 じる歪は　CFR1、　 CFR2

両ス ラブ共、あまり大き くな く、ま

た直線的に増大 してお り、弾性的挙

動を示 して い る 。 端部付近で は圧縮

歪 を示して い るが、
こ の位置では載

荷直前まで大 き い 引張歪ISOO・− 2000

× 10
’6

を示 してい るの で、全体と し

て引張歪 を示 して い るこ とが分かる 。

　持続載荷時で はCFRI、　 CFR2ス ラブ

共圧縮方向に歪が向っ て い るが、こ

れはプレテ ン シ ョ ン方式に よるプ レ

ス トレ スカの 効果が載荷に よるもの

よ り非常に大き く影響 して い る こ と

を示 してい る 。 支柱撤去後 を基準 に

して表す とP〔湖 線の歪が載荷後大き

く変動して い るように見 えるが、プ

レ ス トレ ス導入後を基準としてみれ

ば経過日数65日時点で の変動範囲は

大 略 1割以下 にすぎない。

　 3．6　鉄筋歪
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図 12 　鉄筋の 経時歪 （載荷時支柱撤去前基準）
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　現場打ち コ ンク リー ト部分の 鉄筋歪の 経時変化を図12（a ）、（b）に示す 。 CFR1とCFR2は載荷レ

ベ ル が異なるが、鉄筋歪の経時変化でみ る限 り、載荷時を除い て両者の 差がほ とん どない 。 わず

かに 経過日数65日でCFR2の 中央部圧縮側鉄筋歪がCFR1の 約1．3 倍 となっ て い るにすぎない よ うで

ある。 こ の ようにCFR1とCFR2の鉄筋歪が、経過日数を経る に従い 、差がな くなっ てくるの はPC鋼

線の 応力が非常に大き く、また経時的にも主 1：PC鍋線が応力を負担 してい るため と考 えられる。

　 4 。 ま とめ

　逆T 字型埋設型枠を使用 した合成ス ラブにつ い て経過 日数65日までの長期曲げ性状に つ い て次

の 結果を得た。

（1｝ひ び割れは経過時に大き く進展する傾向が見 られず、また、このひび割れは変形、pC鋼線お

　よび鉄筋の 各歪に対 して顕薯な影響を与 えない ようであ る。

（2）変形は経過日数65日時点で も進行 してい るが、長期たわみ係数の終局値はCFR1で約1．8、

　CFR2で 1．1と予想され、於局賻たわみは極 めて小さい と考 えられる。

（3）本掣険にお い て は載荷時にひ びわ れ を発生させ るもの （CFR2）とさせ ない もの （CFR1）の 2

　種叛を実験要因と したが、両試験体の PC鋼線 と鉄筋の歪は、経過日数を経るに したが っ て定性

　的に同じような傾向を示 し、また、定夐的にも蹟著な違い が現れ なか っ た。
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